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１）竹田篤司『物語「京都学派」』中央公論新社 2001 年、261 頁。
２）いま一人三宅生涯の盟友をあげれば（先輩格の）高橋里美（1886 － 1964）である。
３）下村「三宅剛一―ある講演会での紹介の辞」（『遭逢の人』：下村寅太郎著作集第 13 巻「エッセ・ビ
オグラフィック」みすず書房 1999 年、159 頁）
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育の刷新に資する目的を以って」設けた学術機関（『人文』第１号書簡 [ ６] 注ⅱ）であり、
昭和 16 年からは「自然科学」部門も設けられた。活動として学会や公開講演会を開催した。
三宅は「昭和十六年度自然科学部臨時委員」に任命された。『報告第十五篇（自然科学）』（昭










４）書簡 6（1941．12．5）、書簡 7（1942．2．23）、書簡 14（1943．3）、書簡 23（1944．6．25）注参照。
５）書簡 44（1946．6．23）、書簡 45（1946．8．16）参照。
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彼らの行く末に三宅と下村は無関心ではいられなかった（書簡 44）。昭和 21 年（1946）5 月























いる（書簡 104、1958 － 64．7．20）。
　ⅴ）東北大学の哲学教室の代表としての三宅について：昭和 21 年 9 月に法文学部に移籍
してからの三宅には、東北の哲学界全体の指導者的存在として、学生・院生の指導や若手研







６）竹田、前掲書、196 － 204 頁。
７）書簡 58，書簡59，書簡65 参照。










































を依頼した。もう一つは昭和 24 年 10 月の日本哲学会設立であり、ここでも三宅と下村は委



























































































































































酒井修「追悼　三宅剛一先生を偲ぶ―京都時代の思ひ出―」（『理想』1982 年 10 月、161 － 163 頁）
酒井潔「西田幾多郎と三宅剛一」（『学習院大学史料館紀要』第 12 号 2003、１－67 頁）
酒井潔「岡山出身の哲学者三宅剛一の生涯と思想Ⅰ―若き三宅におけるライプニッツと現象学の受容」
























A.Heinekamp (Hrsg.), Leibniz Bibliographie, Klostermann, Frankfurt a.M. 1984.
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２）書簡 13（『人文』第１号書簡 [10]）（昭和 18 年１月 17 日付）でも三宅は（近代科学における）生物
学の重要性を指摘する。
３）下村寅太郎『科学史の哲学』（弘文堂書房、1941 年 11 月）。
４）日本諸学振興委員会。書簡６（『人文』第１号書簡 [ ６]）脚注ⅱ参照。教学局編纂『日本諸学振興
委員会研究報告』第十五篇（自然科学）（内閣印刷局昭和 17 年 11 月 10 日刊）には、三宅が「十九世
紀に於ける科学哲学の趨勢」（16－32 頁）、下村が「科学の重層的構造について」（220－230 頁）と題
し、それぞれ同会での講演原稿を寄せている。
５）第一回自然科学会が昭和 17 年（1942）3 月 24 ～ 26 日東京帝国大学にて、第一回自然科学公開講
演会が同年 3 月 26 日共立講堂にて開催された。































































































12）昭和 18 年（1943）２月、財団法人国民学術協会昭和 18 年度「国民学術協会賞」受賞が決定し、推
薦した西田も喜んだ。西田差出三宅宛封書昭和 18 年２月 13 日付、酒井潔「西田幾多郎と三宅剛一
――伝記的研究の試み」（『学習院大学史料館紀要』第 12 号、2003 年）53 頁を参照されたい。
13）昭和 18 年２月京都帝国大学文学部教授会は、『学の形成と自然的世界』により、三宅に文学博士の
学位を授与することを満場一致で可決した。
14）昭和 18 年（1943）４月 9 日東京丸の内で表彰式があり、受賞した三宅他二名にそれぞれ表彰状並
びに賞品として賞牌と副賞壱千円が贈呈された。






























































17）昭和 17 ～ 18 年長女奈緒子は東京女子大学大学部国文科に在学していた。
18）昭和 18 年 12 月 31 日下村の父・下村利三郎没、享年７１歳。
19）三宅は新潟高校在職中の大正 11 年（1922）8 月 13 日郷里・岡山県鴨方町の父嘉六を失っている。
享年６７歳。








































































































































23）J.S.Holdane, The Sciences and Philosophy: Giff ord Lectures University of Glasgow 1927 － 1928 , 
London 1919.


































































































27）昭和 20 年 4 月戦局の激化にともない、図書疎開のため、東京文理科大学哲学教室「分室」が長野
県上伊那郡飯島村飯島国民学校に設置される。下村自身も同月同地に転居。

































昭和 5 － 22）。退官後成城学園総長、成城大学学長を歴任し、昭和 28 年から昭和 33 年まで学習院大
学哲学科教授。三宅はその後任として昭和 33 年４月学習院大学哲学科に着任する。
32）細谷恒雄（ほそや・つねお：1904－70）：東京帝大卒。東北帝国大学法文学部教育学講座教授（昭
和 10）、同教授（昭和 24）、昭和 24 年教育学部長となる。後哲学講座教授（在任：昭和 30－42）。
33）石津照璽（いしづ・てるじ：1903－1972）：東北帝国大学法文学部宗教学講座教授（昭和 18 年より）。
34）昭和 21 年（1946）９月 26 日付辞令により、三宅は、東北大学法文学部哲学第一講座教授に任官さ
れた（定年退官した小山鞆絵の後任）。
35）三宅が旧制新潟高校から高橋里美の後任として東北帝国大学理学部科学概論担当助教授として仙台



























　　43　昭和 21 年（1946）5 月 3 日付［封書・便箋 4 枚］
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38）三宅が理学部から法文学部哲学第一講座教授に転任したのは昭和 21 年９月 26 日付であるが、すで
































44）昭和 23 年 3 月弘文堂書房のアテネ文庫として出た下村『科学以前』のことか。
45）Louis Dutens （éd.）, G.W.Leibniz Opera omnia, Genève 1768.　なお、Olms 社から復刻版が出るの
は 1989 年のことであるので、この時点では初版であったと推定される。
46）Gottfried Wilhelm Leibniz Sämtliche Schriften und Briefe, Berlin 1923 － .
47）東北帝国大学及び東北大学法文学部哲学教室の紀要にあたる。




50）Jagodinski, Leibniz’ Philosophie. Das Prinzip der Bildung. Erste Periode 1659－1672 , Kazan 1914, 
S.422－26: Abdruck von Leibniz: De contingentia  （Grua, 302－6）
51）Dietrich Mahnke（1884－1939）, Leibnizens Synthese von Universalmathematik und 































































23 年 11 月京都大学人文科学研究所へ転任。







































63）下村「科学と文化の性格」（『潮流』昭和 21 年 6 月）。
64）安部能成・天野貞祐・和辻哲郎・山内得立・務台理作・天野貞祐・和辻哲郎・山内得立・務台理作・
高坂正顕・下村寅太郎編『西田幾多郎全集』全 19 巻第一版、岩波書店 1947。編集作業の主宰者は下
村であり、東京文理科大学哲学教室挙げて協力した。






































































































75）下村も昭和 21 年 11 月、京大への復帰を懇請されるも固辞。竹田「下村寅太郎の百年」。

































78）小山鞆絵：東北大学法文学部哲学第一講座での三宅の前任者。書簡 40 編者注 30 参照。
79）布川仁左衛門（1901－1996）：法政大学卒業の前年、岩波書店に入社し、企画・編集を担当した。
80）下村は昭和 20 年 10 月、疎開先だった長野県飯島村から単身上京した。諸所に寄寓の後、研究室に
ベッドを入れて寝泊りした。


































84）昭和 21 年の「公職追放」命令の前年に GHQ が出していた「教職追放」指令により、京都大学文








































































































































95）法文学部での三宅の所属は、正式には、昭和 21 ～ 23 年は「哲学第一講座」（西洋近世哲学史）であり、



































































99）長女奈緒子は昭和 22 年から同 36 年まで宮城県立第一高等女学校教諭として勤務した。








































105）昭和 23 年（1948）「現実と歴史」（『哲学研究』第 376 号）。この論文は酒井潔編『三宅剛一　人間
存在論の哲学』（京都哲学叢書第 23 巻、燈影舎、2002 年）に収載されている。




































































112）下村『若き西田幾多郎先生―「善の研究」の成立前後―』人文書林、昭和 22 年 8 月。
113）『西田幾多郎全集』第一巻、岩波書店、昭和 22 年（1947）7 月、下村「後記」。以後下村は毎巻の
ように「後記」を書く。
　　　　　九月六日
























































































せておいて頂きたいのです これまでやって来た historische Studien といった風なものから
何か自分自身の思想確立に行かねばならぬハメになってゐる様で、苦しい氣がします　諸先
186
117）昭和 22 年 10 月京都哲学会講演「現実と歴史」。
118）『哲学研究』第 376 号（昭和 23 年）。
119）出隆（いで・たかし 1892－1980）：岡山県津山市生。津山中学、六高、東大と進んだ。古代ギリ















































































































































































128）『物質とは何か』（アテネ文庫、弘文堂書房、1949）。書簡 62 注 125 参照。
129）鈴木成高のことであろうか。昭和 26 年（1951）11 月弘文堂書房から創文社が分離独立したとき、
鈴木は創文社顧問になっている。竹田編「下村寅太郎の百年」、「1948（昭和 23）年」の項も参照。








































































































昭和 24 年 9 月）。ちなみに「新しい座談会」とは、『科学とは何か』（同書房昭和 25 年４月）のこと。
134）昭和 24 年（1949）10 月日本宗教学会第９回大会が東北大学で開催された。


























135）下村寅太郎・淡野安太郎編『哲学研究入門』（小石川書房 1949）。書簡 59 注 122。
136）洋書の輸入再開は昭和 27 年、と木田元は回想している（木田元『闇屋になりそこねた哲学者』晶
文社 2003 年、88 頁）。
137）東北大学法文学部哲学第二講座（古代中世哲学史）：河野興一昭和 25 年 4 月 30 日付退官、真方敬
道助教授（古典語）同年８月 31 日付講座担任、松本彦良助教授（論理及経験論）任官。
138）昭和 22 年（1947）、高田三郎は京大文学部哲学科西洋中世哲学史講座の助教授として広島文理大
学から移ったばかりであった。書簡 56 注 115 ／竹田、前掲書、214 頁。
139）イールズ事件：昭和 24 年７月 19 日連合軍総司令部民間情報局教育顧問ウォルター・イールズが
新潟での講演で「共産主義教授は追放せよ」と発言。これに対して日本教職員組合、日本学術会議、
全国大学教授連合等が反対声明を発表し、講演反対闘争に発展。東北大学でも昭和 25 年 5 月 2 日イー





























































142）安藤孝行（あんどう・たかつら 1892－1980）：昭和 11 年京都帝国大学哲学科卒。金沢大学、立命
館大学、岡山大学で教鞭をとった。アリストテレス、存在論を専攻した。
143）東京教育大学では、昭和 26 年 3 月で定年を迎える倫理学講座教授・務台理作（1890 － 1974）の
後任人事について下村は尽悴することになる。
144）Martin Heidegger, Holzwege , Frankfurt a.M.1950


























































　小生よりの新規要求、エディントン（見落しかも知れず）ボイル（ロバート）C ？ E ？
　マイエル（ロベルト）　三つとも E か F、ラグランジュを D に昇格、ラスウィッツ






















































































































































154）久保井理津男。昭和 26 年（1951）11 月弘文堂書房から別れて創立した創文社社長。
155）学習院大学の高山教授問題。昭和 26 年 10 月、学長安倍能成は教授会に諮らずに高山岩男を採用
しようとした。これに教員（勝田守一、久野収、清水幾太郎ら）および一部の学生たちが、高山は戦
争中の言動に対する反省ができておらず、昭和 26 年 10 月の追放解除の後も同義的責任が残るとして、
強く反対した。最終的には高山がいったん就任した後で辞任することになった。これをきっかけに
人事は安倍が個人的に行うのではなく、教授会で決定することになった。『学習院大学五十年史』上巻、
































































156）『西田幾多郎全集』月報（岩波書店、昭和 28 年 4 月）、「思い出すまま　三宅剛一」。































158）『人文』第１号、書簡 [ ９] 注。
159）細谷恒夫。この『ディルタイ著作集』で唯一刊行された第四巻『歴史的理性批判』（創元社 1946）
の訳者は、水野弥彦、細谷恒夫、坂本都留吉（校閲・三宅剛一）であった。


























　二十七（又は八）日 9.35（常磐線　みちのく）－ 15.52 － besser weil kürzer




　三十日（又は二十九日）6.27 仙発　15.47 青森着　16.30 同発　17.43 弘前着
207
三宅剛一差出・下村寅太郎宛書簡（下）






































































































168）三宅は昭和 28 年 12 月京大文学部で集中講義を行う。
169）Gerhard Knauss（1930 - ）。ハイデルベルクでヤスパースに師事。戦後来日し、東北大学外人教




































































































176）前年、昭和 28 年（1953）発足したばかりの科学基礎論学会のこと。 
177）Oskar Becker（1889－1964）現象学、数理哲学。フライブルク大学でフッサールに師事。1929 －
1931同大学員外教授。その後ボン大学教授。1930・５から1931・９までフライブルクに留学した三宅は、
ベッカーをチューターとして、当時出版されたばかりの Heidegger, Sein und Zeit を講読した（他に
臼井二尚、尾高朝雄、大小島真二が参加）。臼井二尚「留学当時の思出」（『哲学研究』第 550 号、612 頁）




























































Herrn Prof. Eugen Fink, Universität Freiburg
　　Goichi Miyake, Kyoto Universität, Kyoto, Japan
（本文）








   Lieber Herr Professor Fink,
     Es ist so lange her seitdem wir uns getrennt haben. Wievieles ist inzwischen 
geschehen! Ich fühle sehr viel sagen zu　haben. Aber diesmal nur Geschäftsmässiges. 
Nur kann ich meine　herzliche Kongratulation an Ihre Rückkehr als Professor an 
unserer　Freiburger Universität nicht verschweigen.
     Meinen Freund, Herrn Dr. T. Shimomura, Professor der Philosophie an der 
Pädagogischen Universität Tokyo, möchte ich Ihnen empfehlen. Er　ist ein hochragender 
Schuler von Nishida, und er hat bisher viel Schönes　über den geistesgeschichtlichen 
Hintergrund der modernen exakten Wissenschaften　geschrieben. Er wünscht 
Heidegger zu besuchen, aber nicht aus gewöhnlicher　leichtherziger  Neugier. Er ist ein 
geschäftsführendes Mitglied des Internationalen Forschungsinstituts der Philosophie in 
Japan, wofür Heidegger grosse Interesse und Sympathie hat. Ich bitte Sie um Ihre Hilfe 
und um Ihren guten Rat dazu.
     Nur muss ich mit Herzensschmerz von dem plötzlichen Tod von Herrn T. Otaka 
Ihnen mitteilen. Näheres könnten Sie von Herrn Shimomura hören? Bitte, schreiben Sie 
einmal !
     Ihr herzlich ergebenster
     G. Miyake
　　97　昭和 31 年（1956）5 月 30 日消印［葉書］
　　逗子市桜山二〇七七　下村寅太郎様
　　京都、松ヶ崎泉川町　三宅剛一
　別紙封書中フィンク君への紹介状の中で──den geistesgeschichtlichen Hintergrund と










































































































































191）翌昭和 33 年（1958）1 月７日下村の長兄・下村直三郎没（享年六十歳）。
192）筧泰彦（1908－2000）：東京帝国大学倫理学科卒。学習院大学哲学科教授。倫理学、日本思想史。
193）唐木順三（1904－1980）：昭和２年（1927）京都帝国大学哲学科卒。明治大学教授。
















































































The Collected Letters from Gouichi Miyake to Torataro Shimomura (2)
Kiyoshi Sakai/ Yasuko Kase
　In the fi rst volume of Jinbun  (2002) I published the fi rst 23 letters from Gouichi Miyake to Torataro 
Shimomura, with a further plan to publish the remaining 33 letters in the second volume. However, 
after that first publication, one of the pupils closest to Shimomura, Professor Atsushi Takeda, 
discovered many more letters as he continued his search. Therefore, I thought it better to wait until 
all of these letters were discovered. The letters from Miyake to Shimomura had reached 106 when 
Professor Takeda died from cancer unexpectedly in 2005. This meant the loss of the sole person in 
charge of Shimomura’s study and opus postumum. So I have decided to publish these remaining 83 
letters in this number of Jinbun  (Nr.7), though we cannot exclude absolutely the possibility that further 
letters may be found. While most of the fi rst letters published were written before or during the 
war, most of this second batch of 83 letters were written after the war, and the last one can be dated 
approximately from the end of the 1950s to before 1964. We can see from the texts of these very 
valuable documents how the philosophers of the so-called “Kyoto School”, the pupils of Kitaro Nishida 
(1870-1945), tried to promote their studies and to help each other during that diffi  cult, catastrophic 
period; especially, how Miyake and Shimomura, pupils of Nishida, made great eff orts to reconstruct 
Japanese philosophical society and to lead incoming scholars to the principle of academic philosophy 
and of “systematic thinking”. As for the development of the philosophy of Miyake, one can notice 
that he already mentioned in that period his turn toward an empiricist standpoint after engaging 
with the philosophy of mathematics, the phenomenology of Husserl and Heidegger, and the history 
of philosophy from Greek to Kant and German idealism. This fact demonstrates Miyake’s “Human-
ontology” (Ningensonzairon) which is presented and thematised in his second main work Human  





1 1937 12.9.21 仙臺 なし 2 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 『人文』第１号〔１〕
2 1938 13.7.5 13.7.6 仙臺 昭和十三年七月五日 2 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 『人文』第１号〔２〕
3 1938 13.12.3 13.12.5 仙臺 十二月三日 4 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 5 枚 『人文』第１号〔３〕
4 1939 14.9.10 仙臺 九月十日 4 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 5 枚 『人文』第１号〔４〕
5 1941 16.11.12 16.11.13 仙臺 十一月十二日 4 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚 『人文』第１号〔５〕
6 1941 16.12.5 16.12.6 仙臺 十二月五日 4 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚 『人文』第１号〔６〕





8 1942 17.7 17.  .2 仙臺 なし 5 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚 『人文』第１号〔７〕
9 1942 17.8.6 なし 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 『人文』第１号〔８〕
10 1942 17.8 下旬［推定］ なし 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 2 枚
① 公用の件お引き受けする。
② 諸学振興会委員会 9 月 1 日欠席する。
③ Realenzyklopädie der kl. Altertumswissenschaft のピュシスの項が出ている巻があったら
拝借したい。
④ 下村の東北旅行の予定を尋ねる。
11 1942 17.9.11   .9.11 仙臺 九月十一日 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚 『人文』第１号〔９〕
12 1942 17.9.21 仙臺 なし 2 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 9 月 25 日下村の来仙および来仙後の予定を尋ねる。
13 1943 18.1.17 18 一月十七日 5 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚 『人文』第１号〔10〕
14 1943 18.3［推定］ 不明 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚 ?
① 身体を悪くしたという下村を気遣う。
② 6 月下旬にある自然科学会の前の委員会のために 4 月か 5 月中旬には上京する予定。
③ 西田先生の推薦もあって本が国民学術協会で表彰されることになった。
④ 桑木さんの署名入の趣意書が届く。
15 1943 18.3.31 なし 2 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 4 月 6 日文部省の委員会のため上京、8 日西田先生訪問のお誘い、9 日国民学術協会の集りの予定。
16 1943 18.4.4 18.4.4 仙臺 四月四日 2 銭郵便はがき12 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 8 日鎌倉まいりの予定を 7 日に変更して再度お誘い、8 日晩下村宅にお邪魔したい。









19 1943 18.7.6 18.7. 仙臺 七月六日夕 2 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 1 枚 『人文』第１号〔11〕
20 1944 19.3.5 19.3.5 仙臺 三月五日 5 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 ? 枚 下村御尊父様へのお悔やみ。「無限論の形成と構造」の感想。
21 1944 19.3 下 旬［推定］ 仙臺 なし 2 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書
下村からの便りのないことを心配する旨。弘文堂の世界史講座続けるのでヒストリスムスを
勉強しようと思っている。近況報告。
22 1944 19.5.29 昭和十九年五月吉日 三宅剛一






付（西暦）付（年号） 消印 消印局 書簡日付 切 手 差 出 宛 先 形 態 内 容 概 略 224
23 1944 19.6.25 仙臺 なし 3 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 ① こちらの卒業生の松本が上京の際お訪ねするので宜しく。② 「近代科学の哲学的問題」の合同研究について、下村の来仙を心待ちにしている旨。










26 1944 19.8.17 仙臺八幡町 なし
3 銭郵便はがき









28 1944 19.11.3 19.12.4 十一月三日 7 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚 『人文』第１号〔13〕





30 1944 19.11.29 仙臺 なし 3 銭郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 『人文』第１号〔15〕
31 1944 19.12.27 19.12.28 廿七日 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 『人文』第１号〔16〕





33 1945 20.1 下旬～ 2 上旬 なし
5 銭封緘葉書
2 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封緘葉書 『人文』第１号〔18〕




















38 1945 20.7.16［推定］ 七月十六日
3 銭郵便はがき
2 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 仙台の空襲の状況について。諸学振興からの助成金の予定書について。
39 1945 20.9.30 20.10.1 仙臺 九月三十日 5 銭 4 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 8 枚 『人文』第１号〔22〕
40 1945 20.11.12［推定］ 十一月十二日 10 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 5 枚 文理大からのお誘いを辞退する旨。来年から法文に移る話。




















41 1946 21.3.25 21.3.25 三月二十三日 5 銭 2 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 5 枚 『人文』第１号〔23〕
42 1946 21.4.28 21.4.29 仙？ 四月二十八日 3 銭郵便往復はがき往信 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 弘文堂の西谷君と話したこと。文部省の研究について。






















45 1946 21.8.16［推定］  .  .16 八月十六日
30 銭 1 枚

















48 1946 21.12下旬［推定］   .  . 0
?
5 銭 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 下村の風邪と中耳炎を見舞う。休みに入り仕事にかかろうと思っている。冬の生活の様子。






付（西暦）付（年号） 消印 消印局 書簡日付 切 手 差 出 宛 先 形 態 内 容 概 略 226











51 1947 22.4.27 22.4.27/22.4.28 四月二十七日
2 円 2 枚
1 円 1 枚
10 銭 2 枚































54 1947 22.9.6 22.9.6 九月六日
15 銭郵便はが
き







55 1947 22.9.27 22.9.28 九月二十七日
15 銭郵便はが
き
20 銭 1 枚
15 銭 1 枚
三宅剛一 下村寅太郎 葉書 京都行きの予定。十月四日に逗子に泊りたい。帰りに東京でゆっくりしたい。
























57 1947 22.11.18 22.11 十一月十八日 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 2 枚 逗子の火薬庫爆発のことを心配。歸仙後の近況。



















60 1948 23.10.10［推定］ 23.10.11 十月十日
50 銭郵便はが
き
















63 1949 24.1.22 24.1.22 仙臺 二十二日 2 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 先日御世話になったお礼。宮本君のこと。









65 1949 24.4.29［推定］ 四月二十九日 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚
① 淡野君の学位論文について期待外れの感じをもらす。
② 三学部独立、新制大学形式的には決まりがついたが、まだまだごたつきそう。
付（西暦）付（年号） 消印 消印局 書簡日付 切 手 差 出 宛 先 形 態 内 容 概 略 228
66 1949 24.9.4 24.9.5 仙臺宮城縣 九月四日 8 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 2 枚
① 「精神史の一隅」が出来上がったお祝ひと、これにまつわるなつかしい思い出等。
② 「教育大学」問題、よき解決を祈る次第。
67 1949 24.9.19 24.9.19 仙臺宮城縣 九月十九日 8 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚
座談会辞退と代案について（西谷君に告げたことなど）、「哲学とはなにか」についてコメン
ト。
68 1950 50.5 or 6［推定］   .  .8 なし 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚
①西田先生の「意識の問題」のこと。そして「個体」の論文の初めの掲載雑誌について。






69 1950 25.6.19 25. 仙台 六月十九日 2 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 科学概論の項目を本多修郎君にやってもらったらという提案





















74 1951 26.2.26 26.2.26 仙台 二月二十六日 2 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 務台記念会から電報。他の記念論文集のために書いた原稿「経験的現実としての社会」を廻します。















78 1951 26.10.10 仙台 なし 2 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 ① 理科事典の原稿のこと、松本君への催促先。② 北海道の帰りにお立ち寄りください。























30 円 1 枚











30 円 1 枚
5 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 1 枚
① 末綱さん代表の綜会研究についての連絡。
② 本日学長選擧をやり高橋さんが再選しました。




82 1952 27.8.15 仙台　　 なし 5 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書
① 末綱研究の集りの予定について。
② 西田全集の附録月報に何か書くこと、日記を讀んだりして興味深い。
83 1952 27.9.6 仙台 なし 5 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 仙台に帰ってきたこと。ゆっくりお話できて大変愉快だったこと。








85 1952 27.11.23 仙台 なし 5 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 予定：28 日朝仙台を立つ、夕逗子着下村山荘に御厄介になる。30 日会合出席。3 日歸仙。





87 1945 28.8.23 28.8.23 仙台　　 八月二十三日 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 2 枚 下村の東北旅行についてスケジュールの提案。
88 1953 28.9.26 28.9.26/28.9.27
仙台／
逗子 九月二十六日
25 円 1 枚
10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚
① 御手紙拝見、札幌から二十二日の夜帰る。
② 哲学会の公開講演を御辞退のことまことに残念。
③ 自身の後任を高坂君に頼む準備。10 月 12 日東京で高橋さんと高坂君が会えるよう、下村
に高坂君への連絡を頼む、その為に下村の九州旅行の予定伺い。




90 1953 28.11.7 28.11.7 仙台 十一月七日 10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 3 枚 ① 29 日の会（題目は「確率と帰納法」）、引続き京都へ集中講義に行く。② 高坂君を仙台に迎えるのは難しい。自身の京大への転任のこと。
91 1954 29.7.11  左京 なし 10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚 ① 大分御無沙汰しました。揉み療治など京都での近況。② 9 月 20 日頃から一週間ばかり仙台へ出講。





付（西暦）付（年号） 消印 消印局 書簡日付 切 手 差 出 宛 先 形 態 内 容 概 略 230









95 1956 31.3.15 31.3.15 左京 三月十五日 10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 2 枚
① 下村の渡欧のこと。
② 5 月 26,7 日基礎論学会、ゆっくり話せるよう予定しておいでください。
③ その他近況。正樹は修士コースにはいると申している。













97 1956 31.5.30 左京 なし 5 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書 フィンクへの紹介状の字句訂正。湯浅誠之助を紹介する。
98 1956 31.7.12 左京 七月十二日 5 円郵便はがき 三宅剛一 下村智恵子 葉書 ① お葉書のお礼。正樹が病気中なので家内からの返事が遅れる。② 下村は欧州旅行中。後で話をきくのが楽しみ。
99 1957 32.1.30 32.1.30 左京 一月三十日 10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 4 枚 先日はおいでくださって恐縮。東京転出の話しで安倍さんと話した住宅のことなど。












102 1957 32.10.13 32.10.14 左京 十月十三日 10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 1 枚 24 日に西谷君から、マルセルの話をきく会をやろうと言ってきた。
103 1957 32.11.25［推定］ 二十五日 10 円 1 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 2 枚
① 下村御令兄の病気見舞い。








  .7.21 七月二十日 10 円 2 枚 三宅剛一 下村寅太郎 封書・便箋 6 枚 ① 昨日お会いできて愉快だった。② 国際哲学会会長は辞退したい理由。引き受ける條件など。
105 1958 33.10.2 落合長崎 なし 5 円郵便はがき 三宅剛一 下村寅太郎 葉書




106 二十七日 三宅剛一 下村寅太郎 和泉良久君が学位請求論文提出を希望しているので御考慮願いたい。
付（西暦）付（年号） 消印 消印局 書簡日付 切 手 差 出 宛 先 形 態 内 容 概 略 
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